
今年の秋彼岸(9/12～13) 住 8月の盆踊りの時、

戸山民俗資料保存会

会長中川博様から､戸山盆踊り会の写真

をいただきました(昭和22年撮影)。その

写真は橋本アキミさんのお宅にあったそ

うです。また橋本アキミ様、菊本勝巳様

から聞いた当時のお話も一緒に裏面に載

せました。中川様､橋本様､菊本様有り難

うございました。坊 お月見コンサート

では恒例の雅楽クラブさんと吉本さんの

ライアー演奏と､初登場の山田さんの素

敵な歌声を聞かせてもらいました。また

皆様からのお野菜等の“初もの”も供え

させていただきました。コンサートの音楽

も“お供えもの”､初登場の歌声も“初も

の”ですね。有り難うございました。謝々。

伴の引地ぶどう園様から

保育園にぶどうをもらい

ました。園児さんたちみんなで美味しく

いただきました。有り難うございました。
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月 日 曜 時 間 行 事 講 師

９ ２６ 木 昼１時半～４時半 崇徳教社講演会 於県民文化センター 本郷専教寺 白川晴顕師

１０
４ 金 昼１時～４時 節談説教 於広島別院

２６ 土 ９時 保育園運動会

５ 火 昼１時、夜７時
静岡 長照寺

本持 愚山師１１
６ 水 昼１時、夜７時 報恩講 永代経法座

ほう おん こう えい たい きょう

７ 木 昼１時

１０ 日 仏壮主催 日帰り旅行 島根旭温泉方面(詳しくは後日)
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日曜礼拝につき、下記の月参りを変更す
にちようらいはい か き つきまい へんこう

ることがあります。日曜礼拝は毎週日
にちようらいはい まいしゅうにち

曜朝８時半からです。どなたでもどうぞ。
ようあさ じ はん
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●本願寺新報の9月1日号（1面に8月開催

の本派キャンポリーin箱根に参加した

大坪みづきさんの写真が載りました）

●来年2020年の年回表（法事案内）。

●来年2020年のカレンダー。

色々ありますが、よろしくお願いします。
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住職と坊守
じゅうしょく ぼうもり

御報謝御礼
ごほうしゃおんれい
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「県盆踊り大会」に戸山からも参加

・昭和２１年８月６日に広島市内で、戦災供養盆踊り会が初めて開催

されました。

・翌年昭和２２年、「県盆踊り大会」に名前を替えて、平和記念式典

の関連行事として毎年開催され、その時の記念写真です。

しかし、昭和２５年に朝鮮戦争が始まり、ＧＨＱの指示でしばらく

中止になりました。

・写真は、「県盆踊り大会」に戸山盆踊會の人たちが参加したときの

記念写真です。

・戸山からは「戸山盆踊会」として、浄宗寺十三世釋清香(せいこう)

住職の引率のもと、トラックの荷台に乗って日帰りだったそうです。

・当日はとても暑く、旅館の廊下に置かれた氷の柱で一休みして、盆

踊りに参加。

（花輪には、「安佐郡戸山村」「戸山盆踊會」と書かれています。）

・住職の振り付けによる団扇を使った踊りで、音頭取は大畠繁一だった

そうです。

・吉田の盆踊りグループの「百万一心踊り」が最優秀賞だったとのこと。

・撮影場所は、戸山出身の二井さんが堺町で経営されていた旅館前。

建物は、被爆焼失後、再建されたということです。

このお話は、参加された橋本アキミ様、菊本勝巳様からの聞き取りです。

橋本アキミ様、菊本勝巳様、貴重なお話を有り難うございました。

・昨年平成３０(２０１８)年８月、７２年ぶりにこの「戦災供養盆踊り

大会」が現代版として復活し、国内外の旅行者を含む１万５千人によ

る盆踊りの輪が広がったということです。（中国新聞記事より）

・今年(令和元年)も、８月１０日・１１日の２日間、「ひろしま盆ダンス」

として開催されました。(中川博様)

・参加者は「浄宗寺仏教青年会」の人たちじゃけえ。（前住職釋香雲）


